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日時 : 1997年11月26白 (水)-28日 (金)
内容 : 高次元ハミルトン力学系 ･非双曲系 (近可積分系)･
統計力学の基礎づけ ･非可積分系の量子論および半古典論 ･
物質科学への応用









14:15-15:15 小山信也 (慶大 ･理工)
｢数論からみた跡公式｣
15:30-16:30 白井朋之 (京大 ･数理解析研 ･学振)
｢グラフ上での跡公式｣











28日 (金)午前 ｢統計力学の基礎づけ ･大自由度系｣
9:00-10:00 相揮洋二 (早大 ･理工)
｢新しいエルゴ-ド問題を求めて｣
10:15-ll:15 長谷川博 (茨城大 ･理)千
｢複素スペクトル分解による統計力学の基礎づけ｣)
ll:30-12:30 小西哲朗 (名大 ･理)
｢大自由度ハミルトン力学系の挙動｣
28日 (金)午後 ｢物質科学への応用｣
13:30-14:30 保田英洋 (阪大 ･超高圧電子顕微鏡センター )
｢ナノ粒子における自発的合金化｣










































●清水 寧 (立命館大学理工数物 (学振pD))
金属クラスター系での自発的合金化現象とそのハミルトン系モデル











●柳沢 剛 (東京工業大学 理工学研究科 応用物理学専攻)
記号力学による多自由度シートモデルの特徴付け
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